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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 
 

１．機 関 の 

   代 表 者 
   （学 長） 

（大学名）    大阪市立大学 機関番号 ２４４０２ 

(ふりがな<ローマ字>)      Kaneko   Satoru

（氏 名）     金 児 曉 嗣 
 

大阪市立大学―1頁 

２．大学の将来構想 

 

 当初掲げた調書において、大学運営・研究の指針は

つぎのようになっている。 

 

平成元年に将来の20年を視野に入れて策定された 

「大阪市立大学基本計画」が大学運営の指針であるが、 

その後の我が国の大きな大学改革による新たな情勢変

化に対応するため、この「基本計画」を5年毎に点検し、

改訂を行う。その中で、本学の各学問分野における研

究方針として 

(I )  本学を特色づける学問分野の卓越した中心の

形成 

(II)  都市が抱える諸課題の解決、および都市の健全

な発展に向けた学問的取り組み 

(III) 産学官連携による新産業の創生 

を掲げ、この方針に沿って平成10年度より全研究科の

再編を進め、柱となる研究分野の形成に努める。 

 

21世紀ＣＯＥプログラム―「結び目を焦点とする広

角度の数学拠点の形成」―については、上記（I）に属

するもので、本学において世界に先駆けて発展させて

きた本学が得意とする学問分野である。 

 また、この将来構想はつぎのように結んでいる。 

本学は、国際都市大阪に立地する公立の総合大学と

して、「基本計画」に基づく長期的展望のもとに、本

学を特色づける学問分野の卓越した中心の形成に努め

ると共に、不断にこれを見直し、点検しつつ時代の要

請に応えようとしてきた。本学にとって重要と考えら

れる研究で、特に学術的価値が高く大きな成果を挙げ

つつあるものについては、これを予算と人事の両面か

ら大学として支援し、学問の大地にしっかりと根を張

った、世界的な拠点に育成したいと考えている。 

 

調書において大学づくりの基本戦略としては、つぎ

の4点を掲げている。 

(a) 大阪市立大学プロジェクト研究 

(b) 先駆的研究育成のための学内研究助成金 

(c) 国際交流の促進 

(d) 研究教育の自由と外部評価 

 

21世紀ＣＯＥの本プロジェクトは上記(c)に力点を

置くもので、それまで主体的に担ってきた国際セミナ

ーなどを基礎に、国際的な研究教育拠点を構築しよう

とするものである。 

 学長を中心としたマネジメント体制としては、 

つぎの2点を大学運営の基本に据えた。 

(1) 各研究科の大幅な自由度と責任体制 

(2) 学長裁量による人的および物的原資とその活用 

 

３．達成状況及び今後の展望   

 

(1) 達成状況 

将来構想実現のための取り組みの第一段階は、平成

15年度にスタートした。主要な組織・仕組みとして、

ＣＯＥ形成、学内競争的研究資金制度導入、社会人教

育（高度専門家育成）の拡充、を挙げ、ＣＯＥ形成に

関しては、21世紀ＣＯＥとして採択された３拠点に対

応する３センター 

都市文化研究センター 

大阪市立大学数学研究所（ＯＣＡＭＩ） 

疲労克服研究教育拠点 

を設置し、ＣＯＥ研究員として採用された大学院学

生・ポスドク研究員を有為な研究者として育成してき

た。学内競争的研究資金制度は 

(i) 重点研究 

(ii)   都市問題研究 

(iii) 新産業創生研究 

に対して選択的・集中的に資金を配分し、ＣＯＥの活

動を支えるとともに、新たな芽を育てることに努めて

きた。 

 これに呼応する形で、21世紀ＣＯＥに採択された3拠点

関連研究プロジェクトは、重点研究および都市問題研究と

して助成し、学長裁量経費からも優先的に配分してきた。

本プロジェクトについては、上記(i)により支援がな

された。また、学長裁量ポストであるPD・RAもこれらの

研究に優先的に配置され、数学研究所には RA 1名と特

任教員２名(特任准教授と特任助教)が配置された。 

平成18年度からの法人化への移行を契機とする将

来構想実現への取り組み第二段階においては、まず、
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大阪市立大学―2頁 

学長（理事長）のリーダーシップをより強く発揮する

ための仕組みとして、４戦略本部 

研究推進本部 

教育推進本部 

地域貢献推進本部 

国際戦略本部 

を設置した。次に、研究・研究者育成における４重点

領域 

「理（論）」純粋科学 

「知（恵）」都市学 

「技（術）」科学技術 

「身（体）」医療・生活科学 

を設定した。21世紀ＣＯＥの本プロジェクトは、上記

「理（論）」純粋科学領域に位置づけられる。 

マネジメントのうちPlanに関わることは、理事長

（学長兼任）が統括する４本部：研究推進本部、教育

推進本部、地域貢献推進本部、国際戦略本部が企画・

調査・立案を行う。４本部からの拠点等への指示は戦

略レベル（基本方針、主要施設計画、人員配置計画）

であり、拠点の運営、特に研究プロジェクトの推進や

育成事業の執行は拠点（数学研究所 ＯＣＡＭＩ）の

自主的判断に委ねられた。但し、「研究推進本部」の

下に、学内競争的研究資金を厳正な審査により配分し

て、研究資金面で拠点の活動内容が大学の研究戦略に

見合うように配慮して運営され、これが拠点活動の資

金面での基盤的な支援となった。 

マネジメントのうちのCheck機能は、学長（理事長

兼任）、副学長（理事兼任）などを含む執行役員会、

及び外部委員を含む「研究行動基準委員会」、「研究

費の不正に係る調査委員会」、さらには「内部監査室」

が担う。執行役員会では、費用対効果の観点から拠点

の活動を評価した。研究行動基準委員会、研究費の不

正に係る調査委員会および内部監査室は、研究プロセ

ス（調査・研究対象者の保護や研究費の適正使用など）

のみならず対外活動（研究成果発表、セミナー運営）

における問題を審査した。これら機関の評価・審査結

果に基づいて学長（理事長兼任）は必要な措置（指揮、

改善命令）をとることになる。 

21 世紀ＣＯＥの本プロジェクトは、平成18 年度に

実施した数学研究所の外部評価にあるように、伝統あ

る分野を出発点とした特徴あるテーマの開拓、若手研

究者の育成、国際研究交流拠点の構築等の点から、高

い評価を受けた。 

拠点活動のための施設・スペースに関しては、本学

が誇る学術情報総合センター５階に数学研究所を設

置した。そして、数学研究所への国内外からの訪問研

究者が本学のゲストハウスに長期滞在できるように、

便宜を図ってきた。これらの施策により、本プロジェ

クトでは、期間中400名以上の国外研究者の招聘が実

現している。 

また、研究教育拠点の発展に重要な国際学術交流に

かかる海外出張について、個別に事務処理していたも

のを特例措置として一括事務処理を行った。これによ

り、事業推進担当者への事務的負担が軽減され、機動

的な研究の遂行が可能となった。 

本拠点の活動は、このようにして「基本計画」の指

針に則った研究教育拠点形成と位置づけられるととも

に、拠点を担う構成員は、学長を中心としたマネジメ

ント体制の下で、その推進に尽力してきた。 

 

(2)今後の展望 

本拠点は数学研究所（ＯＣＡＭＩ）を核として、将

に、結び目理論の研究を焦点としつつそれを超えて数

学の広範な分野と数理物理学分野の国際的教育研究

交流拠点として、今日活発に機能している。 

21世紀ＣＯＥの本プロジェクト終了後も、成果を点

検しつつ、外部資金導入も積極的に行わせながら、理

学研究科の研究教育組織として存続させる。 

大学運営の基本構想(2)並びに21世紀ＣＯＥの本プ

ロジェクト採択理由に依拠して、次年度、数学研究所

に専任教員２名を配置し、現在の陣容を拡充する予定

である。 

また、将来的には、数学研究所の新スペースは理系

学舎整備計画の一環として確保される計画である。 

予算の確保については、本拠点は「重点研究」で既

に実績があり、外部資金導入への積極的な対応を行う

一方、学内の競争的研究資金配分システムは今後も継

続する方針であるから、拠点の教育研究活動に関して

は、自主的・恒常的に継続することに問題は生じない

ものと見込んでいる。 
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２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 大阪市立大学 学長名 金児 曉嗣 拠点番号 G22 

１．申請分野 Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

結び目を焦点とする広角度の数学拠点の形成 
(Constitution of Wide-angle Mathematical Basis Focused on Knots) 

※副題を添えている場合は、記入して下さい(和文のみ)

    研究分野及びキーワード <研究分野： 数学> (結び目理論) (位相幾何) (複素解析) (可積分系) (数理モデル) 

３．専攻等名 大学院理学研究科数物系専攻 

４．事業推進担当者           計21名（数学分野19名、物理学分野2名） 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 
学 位 

役割分担 
(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  

（拠点リーダー） 

< K a w a u c h i  A k i o ＞ 

河内 明夫 

 
理学研究科(数物系専攻)・教授 

 
位相幾何学 
理博 

 
[拠点リーダー、数理構造論]結び目理論と３、４次
元多様体論 

< M a s u d a  M i k i y a > 

枡田 幹也 
理学研究科(数物系専攻)・教授 位相幾何学 

理博 
[拠点サブりーダー、数理構造論]トーリック多様体
論、結び目に関連する位相幾何学 

< I m a y o s h i Y o u i c h i > 

今吉 洋一 
理学研究科(数物系専攻)・教授 複素解析学 

理博 
[数理解析学]タイヒミュラー空間論、双曲幾何学 

< F u r u s a w a M a s a a k i > 

  古澤 昌秋 
理学研究科(数物系専攻)・教授 保型エル函数  

Ｐｈ.D 
[数理構造論]保型エル函数の特殊値と相対跡公式
による研究、数論と結び目 

＜ K a n e d a  M a s a h a r u ＞ 

  兼田 正治 
理学研究科(数物系専攻)・教授 代数群の表現論 

Ｐｈ.D 
[数理構造論]代数群と量子群の表現論 

<Ta ni s ak i T os h i yu k i> 

  谷崎 俊之 
理学研究科(数物系専攻)・教授 代数解析学 

理博 
[数理解析学]代数解析と表現論 

< I t o y a m a  H i r o s h i > 

  糸山  浩 
理学研究科(数物系専攻)・教授 紐理論、可積分系の場

の理論 Ｐｈ.D 
[数理解析学]紐理論、可積分系の場の理論 

< O o n i t a  Y o s h i h i r o > 

 大仁田 義裕 

理学研究科(数物系専攻)・教授 微分幾何学、 
調和写像論 理博 

(平成17年4月1日追加) [数理解析学] 幾何学と可績

分系・可視化、結び目に関わる微分幾何的研究 
< K o m a t s u  T a k a s h i ＞ 

 小松  孝 
理学研究科(数物系専攻)・教授 確率解析 

理博 
数理解析学]結び目を含む相互作用模型の統計力学
と確率解析 

< K a n e n o b u  T a i z o u > 

 金信 泰造 
理学研究科(数物系専攻)・教授 位相幾何学 

理博 
[拠点リーダー補佐、数理構造論] 結び目の不変量

とその応用研究 
<Kamae  Teturou> 

釜江  哲朗 
理学研究科(数物系専攻)・教授
 

エルゴード理論  
理博 

(平成17年3月31日辞退)[研究遂行者]複雑系として

の結び目、低複雑系の解析 
<Tsush a Yukim io>  
津島
Tsushima

 行男
Y u k i o

 

理学研究科(数物系専攻)・教授
 

有限群の表現論  
理博 

(平成17年3月31日辞退) [研究遂行者]絡み目群の有

限群への表現 
< Y a s u i  Y u k i n o r i > 

 安井 幸則 
理学研究科(数物系専攻)・准教授 素粒子論 

理博 
[数理解析学]素粒子論 

<Hashimoto Yoshitake> 

 橋本 義武 
理学研究科(数物系専攻)・准教授 ゲージ理論 

理博 
[数理構造論]ゲージ理論 

 <Kato Shin> 
加藤  信 

理学研究科(数物系専攻)・准教授 幾何学 

理博 
[数理解析学]極小曲面論 

< S a k a n  K e n i c h i > 

 佐官  謙一 
理学研究科(数物系専攻)・准教授 基礎解学 

理博 
[数理解析学]フックス群の解析 

< K o m o r i  Y o u h e i > 

 小森  洋平 
理学研究科(数物系専攻)・准教授 複素解析 

理博 
[数理構造論]共形力学系、クライン群 

< T a k a h a s h i  F u t o s h i > 

 高橋   太 
理学研究科(数物系専攻)・准教授 変分法 

理博 
(平成18年4月1日追加) [数理解析学]非線形偏微分

方程式論 
<Ichino  Atsushi> 

市野 篤史  
理学研究科(数物系専攻)・准教授 保型表現論 

理博 
(平成19年4月1日追加)[数理構造論] 保型表現と周

期 
< A s a s h i b a  H i d e t o > 

浅芝  秀人 
理学研究科(数物系専攻)・助教授
 

多元環の表現論  
理博 

(平成18年4月1日追加、平成19年3月31日辞退)[数理

構造論]多元環の表現論 
<Motizuki Takurou> 

望月  拓郎 
 
理学研究科(数物系専攻)・助手 

幾何学 
理博 

(平成16年3月31日辞退) [研究遂行者]カンドルコホ

モロジー、モデュライ空間の基本類 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 30,000 43,000 43,500 
40,910 

（4,091） 
40,000 

（4,000） 197,410 
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６．拠点形成の目的 

本拠点がカバーする学問分野は、結び目理論

を中核とし、位相幾何学、双曲幾何学、函数論、

可積分系等の数学のほとんどの最先端学問分

野である。それは量子統計力学、環状ＤＮＡの

遺伝子合成研究、ポリマーネットワーク、認識

科学、複雑系の科学等の重要な先端科学とも本

質的な部分で関連する広領域研究としての特

性も持つ。結び目理論は、3次元空間内の結び

目・絡み目・グラフや4次元空間内の曲面結び

目・曲面絡み目の位相の研究を中核として、近

年急速に発展した学問である。 

本拠点リーダーの河内は、大阪近郊にある大

学(大阪市大、神戸大、大阪大、関西学院大、

奈良女子大等)の(大学院学生も含めた)若手結

び目理論研究者を集め、大阪駅前にある大阪市

立大学文化交流センターにおいて、毎月１回、

約30年に渡って結び目セミナー（通称、KOOKセ

ミナー）を開催していた。このセミナーは、結

び目理論が世界で爆発的に研究される以前か

ら開催しており、そこでの研究の蓄積が、結び

目研究の重要性が世界的に認識される中で開

花し、数多くの世界的研究者を輩出した。1990

年には、KOOKセミナーを母体として、河内が世

界で初めて結び目理論の国際会議を大阪で開

催し、このセミナーから生まれた書物 「A 

Survey of Knot Theory」(Birkhäuser, 1996)

は、結び目理論の国際的な教科書になっている。 

過去から積み上げてきた研究実績、世界で最初

の結び目理論国際会議を開催した実績、(当拠

点メンバーが設立時から運営に関与してきた

「日韓セミナー」の拡大版）日中韓合同会議「東

アジアセミナー」への運営的関与、日本・メキ

シコトポロジー国際会議、国際研究集会｢科学

のための結び目理論｣等の結び目関係の国際会

議の組織運営実績、編集実績等、国際的に見て

も本学ほどまとまって結び目を焦点とした広

角度の数学の教育・研究に適した場所はない。 
 

結び目理論および、結び目理論のみに留まら

ない数学の広範な分野（トポロジー、微分幾何、

複素解析、表現論、数論）と数理物理学分野（紐

理論）などの分野で、世界最高水準の優秀な研

究者を育成するために、大阪市立大学数学研究

所 (通称、OCAMI)を設立する。OCAMIが結び目

研究の伝統をもつユニークでハイレベルの、数

学の真理と美を深く追求する、世界中から是非

とも共同研究をしたいと申し出てくる、数学全

体を視野に入れた研究の発展と、若手研究者を

勇気づけ、育成するのに貢献できる、数学研究

の拠点となることが、21世紀COEプログラム事

業の終了時点での到達目標である。 
 

文部省(当時)の「平成9年度我が国の文教施

策」の第一部「未来を拓く学術研究」の報告に

は「幾何学の結び目理論は、量子統計力学を中

心とする理論物理学はもとより、遺伝子ＤＮＡ

(デオキシリボ核酸)の結び目分類として生化

学にも応用され」との表現で、先端科学におけ

る結び目理論の数学研究の重要性・発展性が指

摘されている。 
 

本プロジェクトの焦点である結び目研究の

伝統を保持しながらも、数学全体（数理物理を

含む）の発展、若手研究者の育成に貢献する事

業実績を積むことで、OCAMIの世界的研究教育

拠点としての環境が整うことが、当事業の成果

として期待できる。今日世界的に研究者人口の

多い結び目理論にも関わらず、結び目理論の専

門家の中には研究の進展の象徴であるフィー

ルズ賞受賞者がいないことが国際的に言われ

ている（関連研究の受賞者は他分野に比べて多

くいる）。本プロジェクトにより、結び目を焦

点とした数学研究者の層が厚くなり、ハイレベ

ルの若手国際的研究者が多数育成され、大きな

貢献もなされることが期待できる。また小学

校・中学校・高等学校・一般学部学生・専門課

程学生それぞれのレベルで、結び目理論を知る

ことにより、将来いろいろな科学研究の中で結

び目の知識を活かせるような人材が育成され

ることが期待できる。 
 

日本での結び目理論の研究レベルは国際的

にみて極めて高い。日本での結び目を中心とし

た数学全般の拠点形成の事業展開は、各国の数

学研究によい刺激を与え、日本を中心として研

究はより加速されるだろう。生活の中で使うひ

もの結び目が科学の基礎研究のモデルになり

得ることを広報することは、結び目に関心をも

つ他分野の研究者が増える等の波及効果もあ

り、科学振興上からも有意義である。 
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７．研究実施計画 

以下の事業は、情報開示のもとでなされる。 
 
(1)世界最高水準の研究・教育拠点としての数
学研究所の完成 

OCAMIの主要な目的1つは、結び目関連情報が

整っている、結び目に関する真理と美を深く追

求する、世界中から、結び目理論および、それ

に留まらない数学の広範な分野や数理物理学

分野などで、是非とも共同研究をしたいと申し

出てくるような、世界拠点になることである。

結び目に強いユニークな特徴を持つ広範な数

学を対象とした世界最高水準の数学研究所が

できるためには、訪問者数を増加させること、

並びに広範な数学の教育・研究の拠点とするた

めに必要な事業に取り組む。(結果：400名以上

の国外訪問研究者や7つの国内外の数学研究所

との研究交流協定締結の実績と活動実績があ

った。詳細は活動実績参照。) 
 

(2)数学研究所の立ち上げと各種セミナーや国

際会議・シンポジウムの開催   

OCAMIを立ち上げる。OCAMIの研究推進委員会

の外部委員の協力も得ながら、OCAMIを拠点と

した活動を展開する。具体的には、毎年OCAMI

主催の国際研究集会を開催する。数学研究の進

展具合はセミナー・国際会議・シンポジウム等

研究集会の多さに比例するといわれる。COE著

名教授には、滞在期間中にセミナーを組織して

もらう。事前にセミナー案内をして、関心のあ

る関連研究者の積極的な参加を促す。必要なら

ば、旅費の補助を行う。COE教授やCOE上級研究

所員が中心となり、連続講義等の自主セミナー

を開催する。COE（無給）研究所員や国内の専

門の研究者達に対しても連続講義等の自主セ

ミナーの募集を行う。数学教室談話会を、非専

門家向けの講演機会と位置づけ、大幅に活性化

させる。社会に対しては、高等学校・大阪市立

大学連携数学協議会(略称連数協)を立ち上げ

て、公開講座、研修会を行う。(結果：着実に

実行した。) 
 

(3)結び目理論関連の研究動向把握と招聘計画 

多くの結び目関連研究集会を世界的集会と 

して企画・実行・支援する。KOOKセミナーを活

用することにより、結び目理論関連の専門家に

対し、周知すべき新しい重要な研究結果につい

て、その内容の解説を行う等の機会を設ける。

年1回開催している拡大KOOKセミナーは、国内

有力研究者の研究発表の重要な機会であるが、

昨今外国からの講演希望もあることから、次年

度から国外研究者の講演の機会の場とし、開催

期間も例年よりやや長めにして、当該研究の一

環として、実施する。「東アジアセミナー」や

「日本・メキシコトポロジー国際会議」を支援

する。毎年開催の会議ILDT（ALDT）の開催協力

をする。大学院学生の組織「トポロジー新人セ

ミナー」に旅費の一部補助を行う。 (結果：着

実に実行した。) 
 

(4)数学研究所への教員の配置問題  

21世紀COEプログラムへの申請段階から、拠

点形成目的に「本学では大学からの支援でCOE

による教員が配置され、事業終了後も当拠点に

世界中から結び目関連で人が来続けるような

世界的拠点としての環境が整うことが、当事業

の成果として大いに期待できる。」と明記され

ており、また当初の拠点形成実施計画にも「任

期制教員を配置する。」と明記されている。 

(結果：特任准教授、特任助教を配置した。) 
 

(5)結び目理論の普及  

16年度にから大阪教育大学関係者の協力の 

下で、小学校・中学校・高校における結び目理 

論の教材化を行い、教育大学付属の小学校・中 

学校および一部の高校でその教材による授業 

が数回実施されたが、これはわが国初と思われ 

るので、17年度にはその詳細な報告書を作成し、 

広く配布予定である。今後ともこのような努力 

を継続していく。(結果：着実に実行した。)  
 

(6)博士課程入学者数の増加  

本学やクックセミナーメンバーの大学院学 

生、PD研究者をはじめ、できるだけ多くの大学 

院学生やPD研究者に対して、ハイレベルの若手 

の国際的研究者が育つように、今後とも教育・ 

研究の奨励に努めていきたい。当数物系専攻の 

数学分野のみに定数があるわけではないが、後 

期博士課程の魅力を増やし、後期博士課程修了 

者の就職先の開拓に努め、博士課程入学者数の 

若干の増加を目指したい。(結果：後期博士課 

程学生対象の大阪市立大学数学研究会論文賞 

の創設等、魅力ある大学院づくりに努めた。) 
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８． 教育実施計画 
 
(1)数学研究所のCOE研究所員の採用   

特任准教授、特任助教は、平成18年４月採 

用開始で、任期は更新可であるが5年を限度と

するとなっており、毎年、継続か公募かを慎重

に検討する。COE上級研究所研究員、COE専任研

究所員、COE（兼任）研究所員を全国公募によ

り採用予定である。(結果：着実に実行した。) 
 

(2)特に優秀な大学院学生の研究・教育補助  

優秀なDC学生を、TAやRAとして採用する。 適 

任者が多い場合には前期・後期を分割して採用 

することもある。また優秀な研究成果を挙げそ 

の研究論文がレフェリー付きの数学雑誌へ掲 

載されることになったとき、指導教員の推薦に 

基づき、大阪市立大学数学研究会は審査を行い、 

著者である後期博士課程学生に対して大阪市 

立大学数学研究会論文賞を贈呈し、DC学生に学 

位取得の意欲を促す(ただし1人１件まで)。(結 

果：着実に実行するばかりでなく、PD研究所員 

対象に大阪市立大学数学研究会特別賞も創設 

した。) 
 

(3)大学院学生の研究レベルでの接触   

毎日のティータイム等の機会を利用して、教

員、 COE（上級、専任）研究所員を含めた研究

所関係研究者達と 積極的に研究レベルで接触

させ、考え方等を習得させる。(結果：着実に

実行した。) 
 

(4)英語で数学が議論できるようにすること  

数学は国際的な学問であり、日常的に外国と 

英語で連絡を取り合う。数学の国際会議や国際 

的なセミナーでの講演等でも、英語が共通言語 

になっている。英語で数学が読み書きできるよ 

うに講座｢数学のための英語(mathematical  

English)を開講する。(結果：着実に実行した。) 
 

(5)コンピュータプログラムの教育   

学部学生と大学院学生を対象にコンピュー

タソフトの演習の機会を設ける。(結果：本学

の学術情報総合センター講習会等を利用し

た。) 
 

(6)大学院学生やPD研究者のセミナー参加と研

究内容のレビュー   

大阪市大の大学院学生やPD研究者ばかりで

なく、他大学の大学院学生や PD研究者にも(遠

方の大学院学生やPD研究者には予算の範囲内

で旅費補助を行う等して)種々のセミナーに 

参加してもらう。またセミナーや自主セミナー

の適当な折に、大学院学生やPD研究者の研究内

容の話をする 機会を設け、セミナー出席者達

のレビューを受けさせる。大学院学生やPD研究

者の話についても記録に留める。 全国規模の

「トポロジー新人セミナー」への参加補助も行

う。(結果：着実に実行した。) 
 

(7)大学院学生やPD研究者の海外研修の支援  

「東アジアセミナー」のような海外で行わ 

れる国際会議への大学院学生やPD研究者の講 

演申込みを奨励し、招待された大学院学生には、 

旅費補助のみならず、招聘研究者をはじめとし 

た国内外の研究者による講演内容についての 

多面的なチェックやアドバイス等の支援を行 

う。(結果：着実に実行した。) 
 

(8)結び目理論の基礎概念と科学研究への応用

され方についての普及  

  当プログラムと大阪教育大学関係者の協力

の下で、小学校・中学校・高校における結び目

理論の教材化に継続的に取り組み、報告書を発

行する。高校生の出席を念頭に、大学の数学科

1回生対象の専門講義「数学入門セミナー」を

開講する。(結果：着実に実行した。) 
 

(9)(生)化学等の科学において結び目に興味を

もつ大学院学生の創出   

生化学や化学における結び目に関心をもつ

大学院学生は多くいるが、従来の数学研究と比

べて数学研究としての動機付け等で取り組み

にくい面があり諸外国（特に米国）に比べてあ

まり進展を見ていない点を重視し、 17年度に

DNA結び目の数学研究の国際的な第一人者であ

る米国の D. W. Sumners教授をCOE著名教授と

して招聘し、またその準備段階として結び目理

論の諸科学への応用研究についての数学問題

の取りまとめを行う等して、この課題に積極的

に取り組みたい。(結果：化学科、物質科学科

との共催談話会、17年度の D. W. Sumners教授

をCOE著名教授招聘および国際会議「科学のた

めの結び目理論」開催等に取り組んだ。) 
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９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1) 世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体 
の目的達成度 
 
1. 目的は十分達成した。 
 
2) 人材育成面での成果と拠点形成への寄与 
 
(i)数学研究所の設立と実績  

本拠点では、若手研究者を勇気付け、育成す
ることを目的として、本学の学術情報総合セン
ター５階にOCAMIを設立した。特に中間評価以
後有意義な組織づくりに努め、活動してきた。
研究所構成員は、数学科全教員、物理学科教員
２名、大学の補助による特任教員(5年任期の准
教授と助教、各１名)、PD研究所員(上級、専任、
兼任合わせて約20名)からなる。これまで計40
名(国内38名、国外2名)がPD研究所員として採
用されたが、20年4月6日集計段階でのPD研究所
員の就職実績は、 
 
大学教員11名（内、嘱託講師１名、教務補佐員
1名）、国外大学研究員4名(中国2名、韓国2名)、
公的研究所研究員3名(内非常勤1名)、高等専門
学校教員2名、企業就職2名、教育委員会1名、
予備校講師1名 
 
等であった。これは、OCAMIが、本格的な数学
者・数理物理学者になる前の、あるいは社会へ
巣立っていく前の、PD研究者達の研究拠点とし
て、有効に機能したといえるのではないかと思
う。 
 
(ii)若手研究者の受賞 
本拠点の特徴として、若手研究者の著しい成

長がある。それを示すものとして、本拠点に関
係した若手研究者の最近の受賞を以下に記す。 

 
・鎌田聖一（本学出身、広島大教授）: 日本

会幾何学賞（16年度） 数学
・中村拓司（元数学研究所員、大阪電通大講

: 日本数学会建部賢弘奨励賞（16年度） 師）
・佐藤 進（本学出身、神戸大准教授）: 文

学大臣表彰若手科学者賞（17年度） 部科
・望月拓郎（元本学助手、元事業推進担当者、

大准教授)：日本数学会春季賞（18年度） 京都
・市野篤史（本学准教授、事業推進担当者）： 
日本数学会建部賢弘賞特別賞（19年度） 
 

(iii)学内賞等の実績 

大学院学生・若手研究者を励まし、最高水準

の研究者を育成するため、17年度に数物系専攻

の博士課程学生を対象とする数学研究会論文

賞を、19年度に数学研究所員を対象とする数学

研究会特別賞を創設した。前者に関しては4件

(17年度2件、18年度1件、19年度1件)、後者に

関しては2件(19年度)の受賞があった。他に、

学内の成績優秀者を表彰する大阪市立大学学

友会賞が17年度に創設されたが、これまで数学

関係では、最優秀成績賞（17年度：学部１回生）、

優秀成績賞(18年度：修士２回生, 19年度：学

部4回生)の受賞があった。以上の他に、数学科

1回生対象講義「数学入門セミナー」を受講し

た天王寺高校の高校生3名が、SSH生徒研究発表

大会で、文部科学大臣賞奨励賞を受賞した。 

 
3) 研究活動面での新たな分野の創成や、学術 
的知見等 
事業推進担当者谷崎俊之教授が「リー代数と

量子群の表現の研究」により2007年度(第11回)
代数学賞を受賞する等、事業推進担当者の活躍
もあるが、以下の受賞内容が示すように、21世
紀COEの本プロジェクト関連の若手研究者の著
しい独創的な業績は特筆に価する。 

(1) 本学出身で本学教員であった鎌田聖一
(現広島大教授)は､本学在職中に成し遂げた業
績を米国数学会から単行本として出版し、その
業績「２次元ブレイドおよび曲面結び目理論の
基礎の構築」により、16年度日本数学会幾何学
賞を受賞した。 

(2) COE上級研究所員であった中村拓司(現大
阪電通大講師)は、「正結び目の性質と結び目
の標準的曲面の研究」により、16年度の日本数
学会建部賢弘奨励賞を受賞した。 

(3) 本学博士課程出身の佐藤進(現神戸大学
准教授)は､ 「曲面結び目の射影図の研究」に
より、１７年度の科学技術分野の文部科学大臣
表彰若手科学者賞を受賞した。 

(4) 元本学助手で事業推進担当者であった
望月拓郎（現京都大学准教授）は、本学在職中
に、最も権威ある数学雑誌の一つである J. of 
Diff. Geom. から2002年第3号全てを占有する
約200頁の大論文を、さらに2007年には 
Memoirs of AMS 第185巻（２分冊）から約560
頁の大論文を出版し、その業績「Harmonic 
bundle の漸近挙動」により、18年度日本数学
会春季賞を受賞した。 

(5) 本学准教授で事業推進担当者の市野篤
史は、17年に最も権威ある数学雑誌の一つであ
るInvent. Math. から約100頁の大論文を出版
し、その業績「保型形式の周期とＬ関数の特殊
値」により、19年度日本数学会建部賢弘賞特別
賞を受賞した。 

(6) 元数学研究所特任准教授の秋吉宏尚(現
近畿大学講師)は、19年に Springer Lecture 
Notes から研究書(共著、272頁)を出版した。
これは、結び目と双曲幾何に関する深い研究で
ある。 

以上、(1),(2),(3),(6)は結び目研究である
が、(4) は代数、幾何、解析すべてに跨る研究
であり、(5)は数論の研究である。このことは、
本拠点では結び目研究のみならず、それ以外の
数学分野の研究でも大きく育ちつつあること
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を示している。上記以外にも、18年度の大阪市
立大学学友会賞の受賞者(現D2学生)は、国際的
に注目されている、P. Ozsvath - Z. Szabo の
knot Floerホモロジー理論から得られる交代結
び目の必要条件よりも深い必要条件を与える
という、非常に高いレベルの研究を行った(こ
の論文はOsaka Journal of Mathematicsから出
版受理された)。また、別の現D2学生は、概交
代トーラス結び目に関するC.C. Adams予想を解
決した(この論文はJournal of Knot Theory and 
its Ramificationsから出版受理された)。 

4) 事業推進担当者相互の有機的連携 

OCAMIの体制は、大阪市立大学数学研究所規
程（15年9月制定、17年12月、19年4月、20年1
月一部改正）に記されている。OCAMIの教員は、
所長１名(拠点リーダー)、副所長２名、特任教
員2名、数学科全教員、数理物理研究室教員2名
である。所員は、研究所の教員の他に、公募に
よるCOE上級研究所員(有給)、専任・兼任研究
所員（研究費のみ支給）、外部資金による研究
所員、招聘研究者、客員研究員からなる。適切
かつ円滑な運営を図るため、所長・副所長で構
成する常任委員会、事業推進担当者である教授
全員によって構成される運営委員会、全体会議
を設置している。研究実施体制としては、研究
所の教員を数理構造論と数理解析学のグループ
に分け、副所長２名がそれぞれのグループの取り
まとめ役となり、各グループが年度毎にテーマを設
定して、数学の国際的学術交流発展に貢献する
国際研究集会、あるいは全国の数学科３回生以上
の学生・大学院学生・若手研究者が世界レベルで
活躍するのに役立つような国内外の第一線級の講
師陣によるミニスクールを開催することにした。 

また、プロジェクトや将来計画について、随
時意見を聴取するため、10名程度の外部委員か
らなる研究推進委員会を設置した。 

このような協力体制により、機動的に種々
の事業を展開できた。 

本拠点では、国外研究者との研究交流を精力
的に行った。個人レベルでの共同研究、研究者
招聘・訪問等以外に、プログラム実施期間中に、
結び目理論（河内、金信）を始め、表現論（谷
崎、兼田）、微分幾何（大仁田）、トポロジー
（枡田）、複素解析（今吉）、紐理論（糸山）、
数論（古澤）等多くの分野の国際会議を、互い
に協力しながら、開催できた。 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

プリンストン高等学術研究所は選抜の厳し
い最高水準の研究所であるが、本拠点数学教室
には現在3名の滞在経験者がおり、そのうち１
名は現在滞在中(2年目)である。本拠点の数学
教室は現在23名の専任教員からなるが、その内
3名の2年経験者が在籍しているというのは、異
例に高い割合である。また、朝日新聞社発行の

2008年度版大学ランキングによると、本拠点の
数学におけるISI・論文引用度指数(国内2001～
2005年)は4位，(数学を含む)物理科学の１論文
あたり被引用件数(2004～2006年)は3位となっ
た。18年度にOCAMIの外部評価(国外委員2名、
国内委員3名)を実施し、19年度に報告書を発表
したが、伝統ある分野を出発点とした特徴ある
テーマの開拓、若手研究者の育成、国際研究交
流拠点の構築等の点から、高い評価を受けた。
(詳細は、21世紀COEの本プロジェクト専用ホー
ムぺージに掲載されている。)本学数学教室は、
1950年から国際数学雑誌の発行を始め、1960年
からは大阪大学数学教室との共同出版となり、
“Osaka Journal of Mathematics”(略称、OJM) 
として、現在年４冊発行しており、発行ページ
数において国内の数学雑誌の中で最大である
のみならず、この雑誌の質は国際的にも高く評
価されており、2006年ISI impact factor は国
内数学雑誌中第2位である(国内第1位は、 
“Journal of Mathematical Society of Japan”)。 

以上述べたように、OCAMIは、ハイレベルの
機関となってきており、国際競争力のある大学
づくりに資するものがあると考える。 
 

6)国内外に向けた情報発信 

(a)専用ホームページで、15,16年度は評価対象
者10人について、また17-19年度は数学研究所
関係者全員について、論文・口頭発表データを
公開している。 

(b)前項のOJM以外に、18年度から単項本のシリ
ーズ“OCAMI Studies”の出版を開始した。 

(c)OCAMIが主催した国際会議（大学院学生・若
手研究者対象のものは除く）は15回、共催・後
援は４回である。その内、定期的に開催してい
る「東アジアスクール」（４回主催、毎回、日
本50人、中国25人、韓国25人程度）、「日本・
メキシコトポロジーシンポジウム」（１回共催）
以外に、当研究所が主催または共催・後援した
国際会議は、以下の通りである。(3)、(8)、(9)
以外は主催、括弧内は、開催年度、開催場所、
国内参加者数、国外参加者数を表す。会議名か
ら分かるように、(1)、(3)、(5)、(9)以外は結
び目理論以外の分野、(5)は結び目理論と先端
科学との関連に焦点を当てた会議である。 
 
(1) 結び目理論に関する第１回クックセミ

ナー国際版(16年度、淡路島、国内77名、国外
46名)  
(2) 箙と表現論(17年度と19年度の２回、本

学、計、国内40名、国外7名） 
(3) ニュージーランド・日本結び目研究集会 

(17年度、オークランド大学) 
(4) 幾何学、可積分系と可視化(17年度、本

学、国内73名、国外13名)  
(5) 科学のための結び目理論(17年度、本学、

国内63名、国外17名） 
(6) トーリックトポロジー(18年度、本学、

国内71名、国外64名） 
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(7) Finite or Infinite Dimensional Complex 
Analysis and Applications (19年度、本学、 
国内56名、国外48名） 

(8) 可積分系に関わる幾何学(19年度、京都
大学数理解析研究所) 

(9) Knotting Mathematics and Art(19年度、
南フロリダ大学) 

(10) Progress of String Theory and Quantum 
Field Theory(19年度、本学、国内95名、国外
21名) 

(11) 整数論オータム・ワークショップ（19
年度、白馬、国内31名、国外9名） 
 

本プロジェクト実施期間中、上記の国際会議
以外に研究集会を33回開催した。その内、本学
における開催は20回である。 

 
(d)本プロジェクトが補助・支援している定期
会合は以下の通り。毎週または隔週開催の会合
と数学院生談話会は本学における開催、それ以
外は主として本学以外での開催である。 

 
(i)(毎週または隔週開催)数学教室談話会、
Friday Seminar on Knot Theory、微分幾何学
セミナー、代数セミナー、解析セミナー、物理
セミナー 
(ii)(月１回開催)数学院生談話会、KOOKセミナ
ー 
(iii)(年１回開催)東アジアスクール、拡大
KOOKセミナー、Intelligence of Low 
Dimensional Topology、東北結び目セミナー、
トポロジー新人セミナー 
(iv)(3年毎開催)日本・メキシコトポロジーシ
ンポジウム 
 
(e)国外研究者との研究交流を精力的に行い、
プロジェクト実施期間中に本研究を訪問した
国外研究者は、国際会議出席のために訪問した
者も含め、400名を超えた。これは情報発信が
適切に行われた成果といえる。 
(f)17年4月「高等学校・大阪市立大学連携数学
協議会」(略称、連数協)をOCAMI内に設置した。
構成員は数学科全教員と大阪近郊の主に高校
の教員有志からなる。年2回の総会を開催し、
教育現場の現状報告、ユニークな教育実践報告、
意見交換等を行い、高校までの数学教育と大学
における数学教育の現状を把握し、それぞれの
教育に活かす取り組みを行っている。 
 
7)拠点形成費等補助金の使途について(拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

PD研究員等採用の人件費の割合が費用の最
も大きな部分を占めた。本プロジェクトは、21
世紀COEプロジェクト中、小規模なプロジェク
トに属するものと理解しているが、最小の投資
で最大の効果をあげる方針のもと、本補助金か
らは備品購入をしないことや、研究費のみ支給
する研究員制度を創設する等の工夫を取り入

れ、プログラム実施期間中に計40名（国内38名、
国外2名）をPD研究所員として採用できた。400
名以上の訪問研究者についても、宿泊費等を精
査し、費用を捻出してようやく実現できた。 
 
②今後の展望  

研究所の事務の雇用等について、大学からの
援助があり、OCAMIの専用ホームページを閲覧
すればわかるように、プロジェクト実施期間と
同様、理学研究科の研究教育組織として、力強
く活動を継続中で、今後とも成果を点検しつつ
存続することになる。学内予算の確保について
は、OCAMIは重点研究で既に実績があり、また
学内の競争的資金配分システムは今後さらに
拡充する方針とのことから、OCAMIの教育研究
活動に関しては、自主的・恒常的に継続するこ
とに問題は生じないものと見込んでいる。ただ
し、外部資金を導入しなければ、活動は縮小せ
ざるを得ないのは明白なので、絶えず外部資金
導入の努力をしていく必要がある。 

 
現時点で一応完成したOCAMIの恒久的形態へ

の移行については、大学運営の基本構想(2)並
びに21世紀COEの本プロジェクト採択理由に依
拠して、次年度、OCAMIに専任教員２名を配置
し、現在の陣容を拡充する。また、将来的には、
OCAMIの新スペースは、理系学舎整備計画の一
環として確保されることになっている。 
 
③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 
 
(1)OCAMIは、そのユニークな研究所としての
COE活動実績により、京都大学数理解析研究所、
韓国の3大学（KAIST、釜山国立大学、慶北国立
大学）、中国大連理工大学、国立台湾大学、中
国南開大学の各数学研究所とそれぞれ研究協
力協定を締結し、教育研究交流活動を行うこと
ができるようになった。この協定に基づいて、
大阪市大COE・京大COE若手合同発表会（19年7
月）、大阪市大COE・釜山大学BK21・慶北大学
BK21合同大学院学生の国際研究集会(19年8月)
を開催し、数学研究所員を１名、大連理工大学
に研究員として派遣した(19年11月)。また、数
学研究所が行っている集中講義「COE21特別講
義」に、KAISTの若手研究者達が参加するとい
う交流もあった(19年7月)。 
 
(2)生活の中で使うひもの結び目が科学の基礎
研究のモデルになり得ることを、学内広報やマ
スコミにより、学内外に広報できた。特に、米
国で結び目の数学教育の重要性がロサンゼル
スタイムスで指摘された2006年3月以前に、小
学校・中学校・高等学校で結び目の数学教育の
授業を実践し、報告書も作成できたことは、21
世紀COEの本プロジェクトが採択されたことに
よるところが大きいといえる。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主な招待講演者

（３名程度）） 

 

[1] H16.2/16-20, Kyoyuk Munhwa Hoekwan, 第1回結び目、絡み目に関する東アジアセミナー, 104名(55名), Joan Birman 

(Barnard College of Columbia Univ.), Patrick Dehornoy (Univ. de Caen), Frederick Cohen (Univ. of Rochester)

[2] H16.7/5-7, 大阪市立大学, 結び目理論に関する大学院学生の国際研究集会, 76名(25名), James Coffey (Univ. of

Melbourne), Jacob Hendricks (Univ. of Arkansas), Matthew Hedden (Columbia Univ.) 

[3] H16.7/9-13, 淡路夢舞台国際会議場, 結び目理論に関する第１回クックセミナー国際版, 123名(46名), David 

Gabai (Princeton Univ.), Bruno Zimmermann (Univ. degli Studi Trieste), J. Hyam Rubinstein (Univ. of Melbourne)

[4] H17.1/17-21, 京都大学数理解析研究所, 保型形式と保型Ｌ函数, 121名(12名) , Chris Skinner (Univ. of 

Michigan), Dihua Jiang (Univ. of Minnesota), Philippe Michel(Univ. de Montpellier Ⅱ) 

[5] H17.2/12-14, 秋田市民交流プラザ, 東北結び目セミナー in 秋田, 47名(5名), Sang Youl Lee（Pusan National 

Univ.), Nafaa Chbili (Tokyo Institute of Technology), Francisco Gonzalez-Acuna (UNAM, Instituto de Mexico)

[6] H17.8/1-6, 大連理工大学, 結び目・絡み目に関する第2回東アジアスクール, 150名(106名), Qing Zhou (Shanghai 

Jiao Tong Univ.), Jae Choon Cha (Information and Communications Univ.), Cameron Gordon (Univ. of Texas at Austin)

[7] H17.11/7-10, 大阪市立大学文化交流センター, Intelligence of Low Dimensional Topology, 91名(5名), Won Taek 

Song (Korea Institute for Advanced Study), Andrei Pajitnov (universite de Nantes), 三好重明 (中央大) 

[8] H17.12/2-3, 大阪市立大学, 箙と表現論, 36名 (6名), Catharina Stroppel (Univ. Glasgow), Lee Hyeonmi (KIAS), 

Jie Xiao (清華大学) 

[9] H18.1/4-7, オークランド大学, ニュージーランド・日本結び目研究集会, 109名(81名), Roger Fenn (Univ. of 

Sussex), Gaven J Martin (Massey Univ.), Dale Rolfsen (Univ. of British Columbia) 

[10] H18.1/26-29, 大阪市立大学, 幾何学、可積分系と可視化, 86名(13名), Martin Guest(首都大学東京), 橋本義武

(大阪市立大学), Ulrich Pinkall (TU Berlin) 

[11] H18.3/8-10, 大阪市立大学, 科学のための結び目理論, 80名(17名), Andrzej Stasiak (Université de Lausanne), 
Alexander Vologodskii (Dept. of Chemistry, New York Univ.), De Witt Sumners (Florida State Univ.) 

[12] H18.5/29-6/3, 大阪市立大学, トーリックトポロジー, 137名(67名), Akio Hattori (東京大学), Askold 

Khovanskii (Univ. of Toronto), Robert MacPherson (Institute of Advanced Study) 

[13] H18.7/22-26, 広島大学, Intelligence of Low Dimensional Topology 2006(拡大KOOKセミナー), 105名(19名), 

Louis H. Kauffman (Univ. of Illinois at Chicago), Colin Rourke (Univ. of Warwick), 森下昌紀 (九州大学) 

[14] H18.11/6-10, 白馬ハイマウントホテル, 第9回整数論オータムワークショップ, 41名(8名), Wee Teck Gan (Univ. 

of California San Diego), Brooks Roberts(Univ. of Idaho), Ralf Schmidt(Univ. of Oklahoma) 

[15] H19.2/5-8, 大阪市立大学, 結び目・絡み目に関する第3回東アジアスクール, 143名(52名), Ki Hyoung Ko (KAIST),

Ruifeng Qiu (Dalian Univ. of Technology), Shicheng Wang (Peking Univ.) 

[16] H19.7/17-27, 大阪市立大学, Osaka City University Summer School on Symplectic Geometry and Toric Topology, 

36名(11名), Hui Ma (Tsinghua Univ.), Takahiko Yoshida (東京大学), Taras Panov (Moscow State Univ.) 

[17] H19.7/30-8/3, 大阪市立大学, The 15th International Conference on Finite or Infinite Dimensional Complex 

Analysis and Applications, 104名(48名), Peter Buser (EPF Lausanne), Samuel Krushkal (Bar-Ilan Univ.), Chengbo 

Yue(Chinese Academy of Sciences) 

[18] H19.8/27-28, 大阪市立大学, Kyungpook National University BK21, Pusan National University BK21，大阪市

大21COE 合同 Graduate Student Workshop on Mathematics, 70名(26名), 鄭仁大 (大阪市立大学), Hye Sook Lee 

(Kyungpook National Univ.), Seungick Lee (Pusan National Univ.) 

[19] H19.8/29-9/1, 大阪市立大学, Intelligence of Low Dimensional Topology 兼拡大KOOKセミナー, 124名(18名), 

三町勝久 (東工大), 三松佳彦 (中央大理工), Danny Calegari (California Institute of Technology) 

[20] H19.9/25-28, 京大数理研, 可積分系に関わる幾何学, 50名(9名), Motohico Mulase (U. Calif., Davis), 

Katsunori Iwasaki (Kyushu U.), Toshifumi Tanaka (OCAMI)  

[21] H19.11/1-4, 南フロリダ大学, Knotting Mathematics and Art:Conference in Low Dimensional Topology and 

Mathematical Art, 109名(81名), John H. Conway (Princeton Univ.), 中西康剛 (神戸大学), Masahico Saito (Univ. 

of South Florida) 

[22] H19.11/21-25, 白馬ハイマウントホテル, 第10回整数論オータムワークショップ, 40名(9名), Sophie Morel 

(Institute for Advanced Study and Clay Math. Institute), Erez Lapid (Hebrew Univ.), Omer Offen (Humboldt-Univ.)

[23] H19.12/3-7, 京都大学, International Conference on Topology and its Applications 2007---A Joint conference 

with "4th Japan Mexico Topology Conference", 207名(96名), 深谷賢治 (京都大学), Victor Nunez (CIMAT), Sergey 

Antonyan (UNAM) 

[24] H19.12/7-10, 大阪市立大学, Progress of String Theory and Quantum Field Theory, 116名(21名) , H. Ooguri

(Caltech), L. Alvarez-Gaume (CERN), D. Berenstein (Univ. of California, Santa Barbara) 

[25] H20.1/21-24, 東京大学, 結び目・絡み目に関する第4回東アジアスクール, 102名(41名), Ki Hyoung KO (KAIST), 

Boju Jiang (Peking Univ.), Takashi Matsuoka (Naruto Univ. of Teacher Education) 
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

 

以下のプログラムのより詳細なデータは、本プロジェクト専用ホームページで公開されている。 

(http://math01.sci.osaka-cu.ac.jp/21COE/) 

 

1)数学研究所員の募集、PD研究員対象、 

15年9月実施：15年度上級研究所員4名、無給研究所員6名採用、全国公募 

16年1月実施：16年度上級研究所員4名、無給研究所員5名採用、全国公募 

17年1月実施：17年度上級研究所員4名、無給研究所員6名採用、全国公募 

18年1月実施：18年度上級研究所員5名、無給研究所員7名採用、全国公募 

19年1月実施：19年度上級研究所員10名、無給研究所員16名採用、全国公募 

（注. 国外PD研究員の数学研究所員への応募は、事業推進担当者を通してなされた。） 

 

2)COE-RA、COE-TAの募集、後期博士課程学生対象、 

15年9月実施：15年度COE-RA2名、COE-TA2名採用、学内公募 

16年1月実施：16年度COE-RA2名、COE-TA4名採用、学内公募 

17年1月実施：17年度COE-RA4名、COE-TA3名採用、学内公募 

18年1月実施：18年度COE-RA2名、COE-TA3名採用、学内公募 

19年1月実施：19年度COE-RA2名、COE-TA2名採用、学内公募 

 

3) 数学のための英語講座、本学の4回生、大学院(前期・後期博士課程)学生主対象であるが、ホームページで学外にも

広報した。16年6月-7月(4回)、17年6月-7月(4回)、18年6月-7月(4回)、19年6月-7月(4回)実施。外国人を講師に、数学

論文の書き方についての連続講義が行われた。 

 

4) トポロジー新人セミナー、全国のトポロジー専攻の大学院(前期・後期博士課程)学生対象、16年8月1日～8月4日蔵

王温泉エコーホテル、17年8月9日～8月12日夜須町サイクリングターミナル、18年8月10日～13日神戸学生青年センター、

19年8月9日～8月12国民宿舎翁島荘、本プロジェクトが支援し参加者全員が泊まり込み、参加者全員が講演する会議。

 

5) 数学院生談話会、大学院学生が講演する講演会、17年13回、18年8回、19年5回、大阪市立大学数学講究室において

本学の大学院学生がオーガナイザーとなって、実施された。 

 

6) COE研究所員講演会、16年1月21日、大阪市立大学数学講究室、数学研究所員である若手研究者の講演会。 

 

7) 小研究会「Workshop of Fledglings on Low-dimensional Topology」、16年1月30日～ 2月2日、大阪市立大学大学

院理学研究科、PD研究員や博士課程学生を中心とした研究会。 

 

8) 小研究会 ｢数論と結び目｣、16年3月1日、大阪市立大学 数学講究室、結び目に関係した数論の若手研究者2名(大学

院学生とCOE研究所員)が講演する研究会。 

 

9) 結び目理論に関する大学院学生の国際研究集会、16年7月5日～ 7日、大阪市立大学学術情報総合センター、日本を

含めて9カ国から76名の参加者を得て開催された大学院学生が講演する国際会議。 

 

10) Kyungpook National University BK21、 Pusan National University BK21、大阪市大２１ＣＯＥ合同Graduate Student 

Workshop on Mathematics、19年8月27日～8月28日、大阪市立大学 学術情報総合センター、韓国24名、米国2名、日本

44名が参加した韓国の2大学のBK21と当21COEプログラム合同の大学院学生の国際会議。 

 

11) Winter Workshop 2008 on Low-Dimensional Topology and its Ramifications 、20年2月13日～2月15日、大阪市

立大学 全学共通教育棟、PD研究員や大学院学生が中心となった講演会。 

 

12) 大阪市大ＣＯＥ・京大ＣＯＥ若手合同発表会、19年7月14日、大阪市立大学 文化交流センター・ホール、京都大学

理学研究科、京都大学数理解析研究所、および大阪市立大学数学研究所に所属する若手研究員が講演した研究会。 
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機関名：大阪市立大学 拠点番号：G22 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は十分達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、「大学を特色づける学問分野の卓越した中心の形成」、

「都市が抱える諸課題の解決、および都市の健全な発展に向けた学問的取り組み」、「産

学官連携による新産業の創生」を掲げ、再編を進め、一定の成果をあげていると評価でき

る。結び目理論にあまりにも特化して事業が開始されたことについて懸念されたが、それ

を超えて数学の広範な分野と数理物理学分野の国際的教育研究交流拠点の核となる「数学

の拠点としての大阪市立大学数学研究所（ＯＣＡＭＩ）」を設置し、目に見える形での構

造改革を実現したことは評価できる。 

人材育成面については、これまでのＫＯＯＫセミナー（結び目セミナー）を充実させ、

ＯＣＡＭＩを若手研究者の能力向上に利用し、講座｢数学のための英語(Mathematical 

English)」を開講するなど、評価できる。また、大学院生・ＰＤ研究所員に国内・海外研

修への機会を提供し、小中高生・数学科大学初年次学生・化学科学生を対象とする結び目

理論の啓発活動も着実に実行したことは評価できる。 

研究活動面については、特色である「結び目」関連の成果だけでなく、その他分野との

かかわりに関して、幾つもの国際会議を開催して、海外から多数の研究者を招聘するなど、

予算規模に比して大きな効果が得られたと評価できる。 

補助事業終了後の持続的展開については、必ずしも楽観できないが、ＯＣＡＭＩの恒久

的形態への移行を視野に専任教員の増員も予定されており、今後の展開を期待する。 
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